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本
年
生
徒
卒
業
後
ノ
状
況

（
丙
号
表
配
悶
、

末
表
中
に
ま
と
め
た
。
）

明
治
一
―
―
十
一
年
十
二
月
末
調

査
金
、
入
学
金
授
業
、

乙
款
料
、
経
費
歳
入
歳
出

丁
号
表
噂
畔
虹
認
ず
は
省
略
し
巻

概
況

（
教
育
改
革
）

岡
倉
校
長
辞
職
と
連
袂
辞
職
が
あ
っ
た
後
、
西
洋
美
術
（
絵
画
、
彫
刻
）
の
教
育
体

制
拡
充
を
骨
子
と
す
る
諸
改
革
が
急
拠
進
め
ら
れ
、
明
治
三
十
一
年
七
月
に
は
新
し
い

教
育
法
が
定
ま
り
、
九
月
の
新
学
期
か
ら
実
施
さ
れ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て

『東
京
美
術

学
校
一
覧
鱈
呻
麟
芸
立
罪
』
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

沿
革〔上
略
〕

――'一
十
一
年
―
―
一
月
二
十
九
日
高
嶺
秀
夫
代
リ
テ
校
長
ク
リ
同
年
七
月
授
業
ノ

方
法
ヲ
改
正
シ
日
本
霊
科
及
彫
刻
科
分
期
教
授
ノ
制
ヲ
麿
シ
テ
日
本
霰
科
ノ
宜
技
ヲ

0
東
京
美
術
學
校
に
て
は
、
去
る
五
月
中
、
製
作
掛
を
撥
し

時

事

臨
摸
、
窓
生
、
新
按
ノ
―
―
一部
ト
シ
彫
刻
科
ノ
宜
技
ヲ
木
彫
及
塑
造
ノ
ニ
部
ト
シ
テ
之

レ
ヲ
修
メ
シ
メ
又
西
洋
甕
科
二
油
甕
教
室
一
及
木
炭
斑
教
室
ヲ
新
設
シ
豫
備
乙
種
ニ

課
ス
ル
彫
塑
ヲ
専
ラ
塑
造
ト
シ
其
箱
聾
ヲ
洋
聾
ノ
素
描
ト
シ
豫
備
甲
種
ノ
綸
聾
ハ
日

本
聾
、
闘
按
、
及
漆
工
科
二
入
ル
ベ
キ
モ
ノ
ニ
日
本
盟
ヲ
課
シ
西
洋
盟
科
二
入
ル
ペ

キ
モ
ノ
ニ
洋
聾
ノ
素
描
ヲ
課
ス
ル
コ
ト

、
シ
圏
按
科
二
水
彩
霊
ヲ
労
修
セ
シ
メ
錨

金
、
彫
金
及
鍛
金
科
二
塑
造
ヲ
併
課
ス
同
年
十
二
月
二
十
二
日
久
保
田
鼎
代
リ
テ
校

長
心
得
ト
ナ
ル
〔
下
略
〕

改
革
は
一
般
の
注
目
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
各
紙
が
こ
れ
を
と
り
上
げ
た
が
、
特
に

『
美
術
評
論
』
の
記
事
は
史
料
的
価
値
が
あ
る
の
で
、
左
記
に
掲
載
し
て
お
く
。
既
述

の
よ
う
に
同
誌
の
主
宰
者
は
無
記
庵
こ
と
大
村
西
崖
で
、
彼
は

『
密
教
発
達
史
』
自
叙

に
も
記
し
て
い
る
と
お
り
、
改
革
推
進
の
中
心
人
物
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
左
の

記
事
は
改
革
の
内
容
を
よ
く
伝
え
て
い
る
が
、
多
少
我
田
引
水
の
感
の
あ
る
点
は
注
意

を
要
す
る
。

0
東
京
美
術
學
校
は
、
次
の
學
年
よ
り
教
課
を
改
良
し
、
古
代
各
期
の
風
に
依
り
教

室
を
分
ち
て
日
本
甕
及
彫
刻
を
教
ふ
る
こ
と
を
麿
め
、
彫
刻
に
塑
造
の
教
室
を
設
＜

る
な
ど
、
改
良
の
主
な
る
も
の
な
ら
む
と
い
ふ
。
共
に
喜
ふ
べ
き
こ
と
な
り
。
製
作

の
依
嘱
に
應
ず
る
こ
と
を
も
、
多
く
は
為
さ
ゞ
る
べ
し
と
聞
く
。

0
和
歌
山
縣
下
の
古
社
寺
賽
物
の
破
損
は
、
岡
倉
前
美
術
學
校
長
の
斡
旋
に
て
、
同

校
卒
業
生
中
の
一
部
の
人
が
修
繕
に
従
事
す
ぺ
し
と
い
ふ
。

（
『
美
術
評
論
』
第
十
二
号
。
明
治
三
十
一
年
六
月
）

一
時
依
隅
製
作
の
事
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に
て
、
七
月
二
十
日
出
狽
、
二
週
間
京
都
奈
良
に
修
學
旅
行
す
。

需） 白
瀧
幾
之
助

0
同
校
新
四
年
生
三
十
五
人
は
、
教
授
今
泉
雄
作
、
助
教
授
田
中
後
治
二
氏
の
指
導

0
洋
聾
家
浅
井
忠
、
彫
塑
家
長
沼
守
敬
の
二
氏
は
、
新
に
東
京
美
術
學
校
教
授
に
任

渇
浅
一
郎
小
林
萬
吾

〔
運
蔵
〕

北

連

造

丹

羽

林

平

（
以
上
西
洋

狩
野
誠
信
河
津
祐
信
（
以
上
日
本
盟
）

撰

科

〔蒔〕藤

田

貫

兒

島

明

漆
工
科

薦
澤
鴻
次錯
金
科阪
ロ

鈴
木

腔

野
口
藤
三
郎
彫
金
科
木
澤

禎

彫
刻
科

井
上

清

杉
村
仙
吉圏
案
科川
上
為
之
助

奄

尾
駒
太
郎 日
本
盟
科
三
浦
二
郎

松
平
乗
長

大

石

榮

雄

高

橋

玄

道

藤

原
美
治

郎

清

家

恕

雑

感

香

園

山
崎
勇
馬

大

平

正

曹

山

縣

丹

治

齋

藤

新

助

飯

〔潮
〕
湖

音

軒

第4章

雑

録

発

業
を
引
受
く
る
こ
と
を
麿
め
、
従
来
の
残
工
事
に
腸
す
る
事
務
は
、
會
計
掛
に
於
い

て
扱
ひ
居
れ
り
。

0
東
京
美
術
學
校
は
、
七
月
十
日
、
新
卒
業
生
に
證
書
を
授
く
。
卒
業
生
の
科
別
人

名
左
の
如
し
。

岡
村
道
三

展期

せ
ら
れ
、
彫
塑
家
藤
田
文
蔵
氏
も
ま
た
嘱
托
教
員
と
な
れ
り
。
同
校
嘱
托
教
員
久
米

桂
一
郎
氏
も
ま
た
教
授
に
任
ぜ
ら
る
べ
し
と
い
ふ
。

晩無

記

0
東
京
美
術
學
校
が
校
長
の
更
迭
あ
り
て
よ
り
以
来
、
教
育
法
の
改
善
と
い
ひ
、
教

員
の
陶
汰
と
い
ひ
、
校
紀
の
振
粛
と
い
ひ
、
種
々
椅
革
し
つ
A

あ
る
と
い
ふ
こ
と

は
、
厘
余
輩
の
耳
に
す
る
所
な
る
が
、
中
に
就
い
て
も
西
洋
聾
科
に
浅
井
忠
氏
を
畢

げ
て
、
黒
田
氏
と
共
に
教
授
の
任
に
嘗
ら
し
め
、
彫
刻
に
長
沼
、
藤
田
の
二
氏
を
拳

げ
、
西
洋
の
手
法
に
よ
り
て
塑
造
を
授
け
し
む
る
な
ど
、
其
他
従
来
の
日
本
綸
霊
科

及
彫
刻
科
に
、

一
期
二
期
三
期
な
ど
と
い
ふ
あ
や
し
き
期
分
け
あ
る
を
限
し
た
る
が

如
き
は
、
先
づ
緊
要
な
る
改
革
と
い
ふ
べ
し
。
余
輩
は
美
術
教
育
の
改
良
が
敢
て
こ

れ
に
て
端
き
た
り
と
は
云
は
ず
、
爾
後
改
良
す
べ
き
ふ
し
多
か
る
べ
き
も
、
如
上
の

改
革
が
、
執
れ
も
其
正
鵠
を
得
た
る
を
喜
び
、
こ
れ
を
岡
倉
時
代
の
教
育
法
に
比
す

れ
ば
、
優
に
一
段
の
進
境
に
向
ひ
し
も
の
と
い
ふ
ぺ
く
し
て
、
美
術
學
校
生
徒
は
是

よ
り
漸
く
正
路
に
向
つ
て
進
歩
す
る
こ
と
を
得
ん
か
。

0
近
時
美
術
學
校
卒
業
生
は
、
精
藝
會
と
い
ふ
一
園
腔
を
組
織
し
、
世
の
需
要
に
應

じ
て
製
作
事
業
を
な
す
と
い
ふ
に
就
い
て
、
同
じ
目
的
を
以
て
現
れ
た
る
、
元
の
美

術
學
校
罷
免
者
連
の
會
合
な
る
美
術
院
が
、
こ
れ
に
到
し
て
大
に
警
戒
を
加
ふ
と

か
、
互
に
反
目
の
有
様
な
り
と
か
、
種
々
な
る
風
評
を
備
ふ
る
も
の
あ
り
。
こ
は
今

の
美
術
學
校
に
反
酎
な
り
と
稲
せ
る
美
術
院
の
こ
と
に
し
あ
れ
ば
、
屈
ひ
て
其
美
術

學
校
よ
り
出
で
し
卒
業
生
の
園
證
と
相
容
れ
ざ
る
は
、
自
ら
な
る
勢
な
る
べ
し
。
志

か
は
あ
れ
ど
も
、
余
輩
は
雨
者
に
望
む
こ
と
あ
り
。

堂
々
た
る
主
義
上
の
争
ひ
な
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ど
、
所
謂
君
子
の
争
ひ
は
、
素
よ
り
や
る
べ
し
。
た
ゞ
降
ら
ぬ
感
情
の
上
の
手
や
、

賂
た
職
敵
的
の
争
ひ
な
ど
は
、
世
の
識
者
の
笑
を
招
く
に
過
ぎ
ざ
れ
ば
、
諸
氏
こ
れ

を
憤
み
て
可
な
り
。
又
望
む
。
何
事
に
限
ら
ず
競
争
ほ
凡
て
進
歩
の
基
に
し
て
、
斯

く
相
射
者
の
起
る
は
、
必
党
斯
道
の
登
逹
を
促
す
所
以
な
れ
ば
、
雨
者
共
に
健
全
な

る
痰
達
を
遂
げ
て
、
盆
々
斯
道
の
進
歩
を
計
ら
む
こ
と
を
。

0
美
術
學
校
教
育
法
の
改
良
は
、
晩
香
君
も
少
し
く
述
ぺ
ら
れ
た
る
が
、
更
に
精
＜

こ
れ
を
述
ぺ
む
に
、
西
洋
霊
科
に
浅
井
忠
氏
を
入
れ
て
一
教
室
を
擁
任
せ
し
む
る
と

4

も
に
、
従
来
日
本
霊
、
西
洋
甕
、
圏
案
、
蒔
箱
の
四
科
に
入
る
べ
彦
豫
備
科
（
甲

種
）
の
生
徒
に
は
、
た
ゞ
日
本
聾
の
み
を
課
し
た
り
し
を
改
め
て
、
そ
の
中
、
洋
聾

志
望
の
生
徒
に
は
、
始
め
よ
り
洋
式
の
木
炭
車
翌
こ
習
は
し
め
て
、
専
門
の
素
養
を
興

へ
、
こ
れ
と
4

も
に
洋
證
科
一
年
の
木
炭
盟
を
ば
久
米
桂
一
郎
氏
を
し
て
木
炭
霊
教

室
に
在
り
て
こ
れ
を
教
へ

し
む
る
こ
と
4

し
、
固
案
科
中
、
建
築
装
飾
を
主
と
す
る

生
徒
に
課
す
る
檜
蓋
も
、
従
来
日
本
聾
の
み
な
り
し
を
改
め
て
、
半
ば
洋
式
の
水
彩

驚
を
課
し
、
得
意
の
浅
井
氏
を
し
て
こ
れ
を
授
け
し
む
る
こ
と
4

し
た
る
は
、
洋
書

に
閥
す
る
改
良
の
重
な
る
も
の
な
り
。
ま
た
日
本
聾
科
と
彫
刻
科
と
に
は
、
従
来
、

上
古
、
中
古
、
近
世
の
三
時
代
の
様
式
を
甚
と
し
て
教
室
を
分
ち
、
お
の
づ
か
ら
様

式
因
襲
の
弊
を
生
徒
に
興
ふ
る
傾
き
あ
る
を
啜
し
、
日
本
聾
科
に
は
、

臨
聾
、
窯

生
、
新
作
の
三
教
室
を
置
き
て
、
生
徒
を
し
て
一
週
間
づ
A

交
替
し
て
こ
れ
に
入
ら

し
め
、
臨
甕
は
多
く
古
作
の
粗
聾
を
粉
本
と
し
、
主
と
し
て
暴
紙
に
臨
習
せ
し
め

て
、
以
て
骨
法
用
筆
の
修
蓑
を
重
ん
じ
、
従
来
、
膠
紙
、
柳
炭
を
濫
用
し
て
、
揮
洒

自
在
の
腕
力
を
萎
靡
せ
し
め
た
る
弊
を
去
り
、
ま
た
日
本
班
第
一
の
欽
典
に
し
て
、

従
来
名
の
み
あ
り
て
行
は
れ
ざ
り
し
窯
生
を
重
ん
じ
、
始
終
宜
物
を
捉
へ
て
、
そ
の

大
髄
を
主
と
し
て
所
謂
「
ぢ
ど
り
」
を
練
習
せ
し
め
、
以
て
應
物
象
形
、
隧
類
偉
彩

の
能
事
を
得
せ
し
め
む
こ
と
を
期
し
、
新
作
の
教
室
に
於
い
て
は
、
専
ら
自
由
の
製

作
に
従
事
せ
し
む
る
こ
と
A

な
り
た
り
。
彫
刻
科
に
至
り
て
は
、
更
に
大
に
そ
の
面

目
を
改
め
、
従
来
分
期
三
数
室
に
於
い
て
木
彫
の
み
を
株
守
し
、
絶
え
て
寓
生
を
な

す
こ
と
な
く
、
た
ゞ
古
式
と
師
風
と
の
摸
倣
に
局
し
た
り
し
を
以
て
、
そ
の
宜
習
時

間
の
一
半
を
以
て
、
塑
造
に
依
り
て
寓
生
を
教
ふ
る
こ
と
と
し
、
而
も
そ
の
塑
造
を

ば
錯
金
科
、
鍛
金
科
、
彫
金
科
の
生
徒
に
も
ま
た
こ
れ
を
課
し
、
以
て
造
形
の
技
術

を
修
得
せ
し
む
る
こ
と
4

な
り
た
り
。
加
之
、
立
騰
造
形
術
の
各
本
科
に
入
る
べ
き

豫
備
科
（
乙
種
）
の
生
徒
に
課
す
る
箱
聾
は
、
従
来
た
ゞ
日
本
箱
盟
の
み
な
り
し
を

改
め
て
、
こ
れ
に
は
殊
に
立
腔
の
凹
凸
を
も
窟
し
出
し
得
る
木
炭
盟
を
教
ふ
る
こ
と

4

し
た
り
、
次
に
彫
金
、
鍛
金
の
二
科
は
、
初
め
よ
り
別
設
せ
ら
れ
て
、
従
来
牽
も

雨
技
の
聯
合
を
許
さ
ゞ
り
し
が
故
に
、
躊
技
を
瑕
ら
ず
し
て
金
賜
を
以
て
立
閥
造
形

を
成
す
に
は
、

一
も
雨
技
の
合
用
に
依
ら
ざ
る
ぺ
か
ら
ざ
る
理
に
乖
く
を
以
て
、
改

め
て
雨
科
の
生
徒
を
し
て
、
互
に
他
の
一
科
の
技
を
労
修
せ
し
む
る
こ
と
4

な
し
、

以
て
こ
れ
を
備
は
ら
し
め
た
り
。
こ
れ
等
は
宜
に
同
校
改
良
の
主
な
る
も
の
に
し

て
、
一
々
み
な
営
該
教
員
の
合
議
を
鰹
て
こ
れ
を
決
し
、
来
學
年
よ
り
宜
行
す
る
定

め
な
り
と
い
ふ
。
吾
人
は
、
こ
の
改
良
に
依
り
て
生
ず
べ
き
結
果
を
見
る
こ
と
の
、

一
日
も
早
か
ら
む
こ
と
を
粟
ふ
も
の
な
り
。

こ
の
改
良
は
晩
香
君
も
い
へ
る
が
如
く
、
固
よ
り
い
ま
だ
盛
せ
る
に
あ
ら
ず
。
さ
れ

ど
こ
れ
を
彼
の
偏
狭
の
國
梓
と
、
時
代
の
様
式
と
を
以
て
所
謂
理
想
的
の
も
の
を
作

る
こ
と
の
み
を
奨
動
し
た
り
し
時
の
學
校
に
比
ぷ
れ
ば
、
そ
の
方
法
の
正
義
に
合
へ

る
こ
と
、
既
に
同
日
の
談
に
あ
ら
ず
。
こ
れ
を
第
一
着
手
と
し
て
、
盆
々
美
術
教
育

の
正
鵠
を
得
ば
、
期
藝
獲
逹
の
前
途
に
於
い
て
、
そ
の
利
飛
る
べ
か
ら
ざ
る
も
の
あ

ら
む
。
吾
人
は
、
彼
の
紛
擾
以
来
の
美
術
學
校
が
程
な
く
し
て
平
静
に
蹄
し
、
鋭

意
、
藉
弊
を
打
破
し
て
、
こ

の
改
良
を
行
ふ
こ
と
を
嘉
し
、
更
に
こ
れ
に
滴
足
せ
ず

し
て
、
着
々
諸
般
の
歓
黙
を
補
ひ
、
以
て
い
よ
／
＼
完
全
に
近
か
ら
し
め
む
こ
と
を

望
む
も
の
な
り
。

〇
私
立
美
術
院
が
製
作
の
事
業
を
螢
み
て
、
青
年
作
者
の
技
術
練
習
の
資
と
な
さ
む
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の
は
、
窯
生
を
主
と
す
る
を
以
て
ま
た
一
の
流
派
的
教
育
法
と
誤
る
も
の
あ
れ
ど
、

そ
は
自
然
に
流
派
な
き
を
知
ら
ざ
る
が
故
の
み
。
吾
人
は
美
術
院
教
育
部
の
教
育
法

の
如
何
を
見
て
、
更
に
論
ず
る
と
こ
ろ
あ
ら
む
と
す
。

〇
流
派
的
教
育
法
は
、
色
眼
鏡
を
以
て
自
然
を
観
せ
し
む
る
な
り
。
こ
れ
に
依
り
て

教
へ
ら
れ
む
も
の
は
、
一
種
の
色
盲
に
近
か
ら
む
の
み
。
自
然
に
眺
め
て
は
、
何
の

得
る
と
こ
ろ
も
無
か
る
ぺ
し
。

〇
流
派
心
の
打
破
は
、
今
の
美
術
界
を
救
ふ
べ
き
最
要
の
一
法
な
り
。

〇
諸
流
派
井
具
を
以
て
、
美
術
學
校
教
員
組
織
の
極
致
と
思
ふ
輩
あ
り
。
こ
れ
美
術

教
育
の
本
義
を
知
ら
ざ
る
者
の
み
。
流
派
の
癖
の
最
も
少
き
人
を
得
る
を
以
て
、
最

も
教
育
に
利
あ
り
と
す
。
ま
た
己
が
風
を
教
ふ
る
を
以
て
教
員
た
る
能
事
と
思
ふ
輩

あ
り
。
其
非
な
る
所
以
は
前
に
同
じ
。
善
く
自
然
の
射
笙
因
果
を
寓
す
こ
と
を
教
ふ

る
を
最
も
盆
あ
り
と
す
。

（
無
記

惹）

と
す
る
は
、
甚
善
し
。
さ
れ
ど
そ
の
教
育
部
に
流
派
的
精
紳
あ
る
こ
と
は
、
吾
人
の

最
も
不
同
意
な
る
と
こ
ろ
な
り
。
況
や
そ
が
若
し
も
例
の
所
謂
理
想
脈
に
傾
か
ば
、

更
に
善
か
ら
ぬ
こ
と
な
り
。
そ
も
／
＼
流
派
と
い
ふ
も
の
は
既
に
一
の
癖
に
し
て
、

作
者
個
人
が
自
然
よ
り
得
来
る
と
こ
ろ
に
外
な
ら
ず
。
自
然
に
は
流
派
あ
る
こ
と
な

く
、
ま
た
癖
あ
る
こ
と
な
し
。
美
術
の
教
育
は
、
無
垢
純
浮
の
自
然
を
藍
本
と
し

て
、
そ
の
美
を
撮
取
す
る
練
習
を
な
さ
し
む
る
よ
り
外
あ
ら
ず
。
こ
れ
即
ち
美
術
教

育
の
員
諦
な
り
、
無
上
義
な
り
。
か
く
て
も
流
派
は
そ
の
作
者
の
個
人
性
よ
り
お
の

づ
か
ら
に
し
て
生
じ
来
る
の
已
む
を
得
ざ
る
も
の
な
り
。
若
し
始
め
よ
り
教
育
に
流

派
的
精
紳
あ
ら
ば
、
癖
上
癖
を
重
ね
し
む
る
邪
道
の
教
義
の
み
、
鬼
窟
裏
の
活
計
の

み
。
こ
4

を
以
て
美
術
教
育
の
正
鵠
は
、
寓
生
を
以
て
旨
蹄
と
な
す
。
會
せ
ざ
る
も

（
同
第
十
三
号
。
明
治
三
十
一
年
八
月
）

〇
理
科
大
學
助
手
白
馬
會
員
長
原
孝
太
郎
氏
は
、
去
る
十
月
四
日
東
京
美
術
學
校
助

教
授
に
兼
任
せ
ら
れ
、
久
米
氏
の
木
炭
盛
教
室
の
授
業
を
助
く
る
こ
と
4

な
れ
り
。

0
東
京
美
術
學
校
日
本
粛
科
は
、
教
授
の
方
法
を
改
め
、
臨
粛
、
窯
生
、
新
作
の
一
―
―

教
室
と
し
、
生
徒
一
組
ご
と
に
毎
週
交
替
し
て
こ
れ
に
入
る
A

こ
と
A

な
し

A

よ

り
、
三
科
目
と
も
整
然
と
し
て
陸
積
成
績
を
畢
ぐ
る
や
う
に
な
り
た
り
。
ま
た
彫
刻

科
も
塑
造
教
室
を
設
け
し
よ
り
、
教
員
生
徒
と
も
熟
心
に
勉
強
し
、
ゆ
く
／
＼
甚
だ

望
み
あ
り
。
そ
の
他
す
べ
て
の
規
律
、
従
前
に
比
す
れ
ば
大
に
面
目
を
改
め
た
り
と

い
ふ
。

時

事
時

0
洋
聾
家
久
米
桂

一
郎
氏
は
、
木
炭
壷
教
授
握
任
の
為
、
東
京
美
術
學
校
教
授
に
聘

せ
ら
れ
、
教
育
家
尺
秀
三
郎
氏
も
ま
た
東
京
美
術
學
校
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
、
幹
事
の

職
に
就
き
た
り
、
土
佐
派
の
老
盤
師
山
名
貫
義
氏
も
ま
た
同
校
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
、

日
本
聾
の
授
業
を
受
持
つ
こ
と
A

な
り
た
り
。
ま
た
和
洋
盟
家
小
坂
象
堂
氏
も
同
校

助
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
、
浅
井
忠
氏
の
油
給
教
室
の
授
業
を
助
く
る
こ
と
4

な
れ
り
と

い
ふ
。
共
に
八
月
中
の
事
な
り
。

0
同
校
の
塑
造
教
室
、
油
籍
第
二
教
室
、

（
浅
井
忠
氏
受
持
）
木
炭
盟
教
室
（
久
米

氏
受
持
）
等
、
み
な
九
月
中
旬
よ
り
授
業
を
開
始
す
。
彫
刻
の
上
に
「
モ
デ
ル
」
を

用
ゐ
て
寓
生
す
る
こ
と
は
、
同
校
に
於
い
て
、
今
回
こ
の
改
良
を
以
て
嘴
矢
と
す
。

0
同
校
四
年
生
の
修
學
旅
行
は
、
今
回
始
め
て
そ
の
成
績
を
徴
し
た
る
為
、
生
徒
は

み
な
熱
心
に
材
料
を
蒐
集
し
、
或
は
刷
窯
し
或
は
縮
圏
し
、
或
は
詳
細
目
録
を
製

し
、
或
は
紀
行
を
綴
り
、
或
は
報
告
を
作
り
、
そ
れ
人
＼
＼
少
か
ら
ぬ
良
成
績
を
齋
ら

し
蹄
れ
り
と
い
ふ
。 事

（
同
第
十
四
号
。
明
治
三
十
一
年
十
月
三
日
）
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名

衣

称

名

帽

〔
別
紙
〕

称

一

地

庶
第
七
―
―
―
琥

2

制
服
改
正

紺
黒

地

ヘ

Iレ 質

打
出
シ
美
ノ
字
形
金
色

電
気
メ
ッ
キ
製

長
サ
八
分

絨

＿
巾

八

分

五

厘

円
釦
内
二
美
ノ
字
ヲ
打
出
シ
タ
ル

金
色
電
気
メ
ッ
キ

〔径
〕

大
サ
経
六
分

胸
部
二
五
箇
ヲ
附
ス

袖
釦
ハ
右
卜
同
形
状
ニ
テ
左
右
各
々

二
箇
ヲ
附

〔径〕

ス
大
サ
経
四
分

質

徽

襟

巾

一

寸

二
分

袖
長
サ
腕
関
節
二
止
マ
ル

長
サ
臆
骨
上
端
ョ
リ
下
ル
コ
ト
凡
ソ

四
寸
五
分

物
入
前
面
左
右
並
二
花
胸
部
ノ
表
面
二
各

箇
ヲ
附
ス

釦

裏表革

白 黒

黒
革
巾
二
分
五
厘

櫻
花
形
金
色
電
気

メ
ッ
キ
製

章

眠

庇

釦
願

製 I

式

一
寸
二
分

紐

（
同
第
十
五
号
。
明
治
三
十
一
年
十
月
二
十
七
日
）

明
治
三
十
一
年
七
月
、
岡
倉
校
長
時
代
の
終
焉
を
象
徴
す
る
制
服
改
正
が
行
わ
れ
、

生
徒
は
他
の
官
立
学
校
生
徒
と
同
様
の
学
生
服
を
着
用
す
る
こ
と
に
な
り
、
教
官
の
制

服
は
廃
止
さ
れ
た
。
尤
も
、
制
服
着
用
の
規
則
は
既
に
西
洋
画
科
開
設
の
時
点
か
ら
有

名
無
実
と
な
っ
て
い
た

(338
頁

『
毎
日
新
聞
』
記
事
）
。

今
般
本
校
職
員
生
徒
従
来
ノ
制
服
制
帽
ヲ
廃
ジ
教
員
ハ
別
二
服
制
ヲ
定
メ
ス
シ
テ
唯

々
蛾
結
ノ
徽
章
ヲ
侃
用
ス
ル
事
ト
シ
生
徒
ノ
制
服
ハ
別
紙
ノ
通
リ
改
定
シ
儀
式
ノ
時

ニ
ハ
必
ス
之
ヲ
着
用

、ソ
平
常
ハ
随
意
ト
シ
テ
来
學
年
始
二
於
テ
初
年
生
ョ
リ
第
二
年

ニ
申
添
候
也

文
部
大
臣

尾
崎
行
雄
殿

（
夏
期
ハ
白
ノ
日
覆
ヲ
附
ス
）

下
部
高
サ

製

式

生
マ
テ
宜
施
致
度
此
段
仰
高
裁
候
也

明
治
三
十
一
年
七
月
十
五
日

東
京
美
術
學
校
長

如

図
形

状
如

固

形

状

高
嶺
秀
夫

追
テ
第
三
年
第
四
年
生
二
在
テ
ハ
卒
業
期
マ
テ
ノ
年
数
永
カ
ラ
サ
ル
ヲ
以
テ
制
服

ノ
新
調
ハ
之
ヲ
強
フ
ル
ヲ
止
メ
テ
各
自
ノ
随
意
ト
シ
箪
二
制
帽
ノ
、
｀
、
新
調
セ
シ
ム

ル
見
込
二
候

尚
右
ハ
準
備
ノ
都
合
モ
有
之
候
二
付
可
相
成
至
急
御
裁
可
相
成
候
様
致
度
此
段
特

印
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関

連

事

項

①

学
校
参
観
記

4
 と
ぞ 学

術
実
地
指
導

『
読
売
新
聞
』
（
明
治
三
十

一
年
七
月
十
八
日
）
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

0
美
術
學
校
生
徒
の
旅
行

美
術
學
校
四
年
級
の
生
徒
一
同
ハ
卒
業
製
作
の
参
考
と
し
て
半
官
費
旅
行
を
許
さ
れ

二
週
間
我
國
美
術
の
淵
源
た
り
し
京
都
奈
良
を
巡
覧
す
る
都
合
に
て
教
師
一
名
附
涼

ひ
去
る
十
五
日
出
稜
し
た
り
、
但
し
學
校
よ
り
ハ
一
名
に
つ
き
六
回
っ
4

支
給
す
る

美
術
学
校
騒
動
と
生
徒

明
治
三
十
一
年
の
退
学
者
数
は
計
四
十
一
名
で
、
例
年
に
な
く
多
い
。
退
学
の
中
に

は
病
気
退
学
、
除
名
退
学
も
含
ま
れ
る
が
、
本
年
の
場
合
、
岡
含
校
長
の
辞
職
お
よ
び

教
官
の
連
袂
辞
職
と
関
係
の
あ
る
退
学
が
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
特
に
日
本
画
科

（
第
一
年
1
研
究
科
）
で
は
二
十
五
名
の
多
数
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。

3
 

袴

名

称

紺
地

Iレ 質

長
サ
靴
踵
ノ
上
際
二
止
マ
ル

大
サ
寛
闊

物
入
両
股
二
各
一
個
ヲ
附
ス

（
「
韮
明
治
四
十
四
五
一
い
教
務
内
規
、
諸
規
定
書
類
教
務
掛
」
よ
り
。
別
紙
の
図
は
欠
損
）

◎

美

術

學

校

桂

陵

生

啓
上
、
昨
日
一
寸
美
術
學
校
参
観
仕
候
、
上
野
の
山
の
一
隅
に
動
物
園
と
圏

書
舘
と
の
御
隣
に
位
し
候
が
、
乃
ち
極
東
美
術
帝
園
の
其
又
本
家
本
元
た
る

美
術
學
校
に
御
座
候
。
さ
れ
ど
其
の
建
物
の
頗
る
古
び
て
其
慮
此
慮
壁
の
剥

げ
落
ち
た
る
な
ど
、
天
平
時
代
の
壁
模
様
と
申
さ
ば
そ
れ
ま
で
な
れ
ど
、

一

國
美
術
の
兎
も
角
も
本
家
と
し
て
は
少
し
く
如
何
と
存
ぜ
ら
れ
候
。

案
内
せ
ら
る
A

ま
4

に
つ
い
て
参
り
候
慮
、
最
初
は
豫
科
の
箱
聾
教
室
の
よ

し
に
て
、
衣
桁
様
の
も
の
に
古
聾
を
プ
ラ
下
げ
て
廿
名
程
の
生
徒
頻
り
に
臨

摸
致
し
居
り
候
、
中
に
は
横
幅
の
布
き
篤
し
を
な
し
て
居
り
候
も
の
も
有
之

候
ひ
き
。
此
の
教
室
の
受
持
教
師
は
西
郷
孤
月
、
菱
田
春
草
の
二
氏
の
よ

し
、
小
生
の
参
り
候
時
は
生
憎
御
出
で
遊
ば
さ
れ
ず
、
生
徒
の
多
敷
も
火
鉢

を
園
み
て
何
か
雑
話
に
耽
り
居
ら
れ
候
。
夫
よ
り
二
階
へ
参
り
候
慮
、
此
慮

は
給
聾
本
科
三
教
室
の
よ
し
、

川
端
玉
章
氏
室
の
一
隅
に
端
座
し
て
何
か
揮

奄
致
し
居
ら
れ
、
七
八
名
の
生
徒
は
或
は
筆
を
走
ら
す
も
あ
り
、
或
は
箱
の

具
を
解
け
る
も
あ
り
、
豫
科
よ
り
は
ズ
ッ
ト
高
尚
な
虞
を
や
り
居
ら
れ
候
。

室
は
長
方
形
の
西
洋
室
へ
昼
を
敷
き
て
半
ば
日
本
風
に
致
し
、
中
央
に
一
段

低
く
通
路
を
開
き
候
も
の
に
御
座
候
。
小
生
は
じ
め
は
音
の
廊
下
に
て
雨
端

に
列
ね
ら
れ
候
霊
は
箪
に
陳
列
せ
ら
れ
た
る
ま
で
と
存
じ
候
ひ
し
に
、
其
慮

製

式

如

図
形

状
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